
寺社を巡る会   

                  活 動 記 録 書   

開 催 日： 

       令和７年１１月 6日(木）  曇り        

開催テーマ：『ゆったりと鎌倉探訪』                

～時宗総本山遊行寺で本堂昇堂参拝～ 

開催場所： 鎌倉 記 入 者：川口 寿 

参加人数：  

会  員   2５名   準会員  0名  ビジター  １名    合  計 ２６ 名 

実施内容 

コース： 藤沢駅北口サンバール広場(集合)～江の島道と道標～感応院～藤沢宿交流館～遊行寺(本

堂昇堂、境内拝観)～長生院(昇堂)～東門～藤沢駅（解散）  

今回は鎌倉ガイド協会の案内による遊行寺中心の探訪。朝は寒いくらいの気候であったが、次第 

に暖かくなり探訪には最適の天候となった。 

 藤沢駅から旧江の島街道に沿ってしばらく歩き、まず庚申堂へ。小泉八雲が鎌倉、江の島を来訪し

た際にも訪れたという境内には 20 基もの庚申塔が並ぶ。次の庚申の年 2040 年には、60 年に一

度の御開帳があるという。藤沢の町は無電柱化が進み、空間ある街並みの風景が美しい。沿道の電気

配分装置を浮世絵などで装飾するアート、トランスボックス・ラッピングが来訪者を楽しませる。 

 遊行ロータリーには杉山検校が寄進した道標がある。昔はこの道を多くの旅人が行きかい、この

道標を道案内として江の島を目指していたのだと思いを馳せる。道標はかつて 48基あったとの事。 

 少し歩いて藤沢宿では最も古い寺院のひとつという感応院を訪ねる。源頼朝が厄除けの為に伊豆

三島神社を勧請し、その側に源実朝が寺院を建立したという。三島明神の社殿は回転式で、建築の

研究者もたびたび訪れる珍しい建造物だそうだ。 

 ふじさわ宿交流館でしばしの休憩。当時の藤沢宿の街並みを再現したジオラマが展示されている。

藤沢宿は東海道の江戸日本橋から数えて 6番目の宿場で交通の要地。加えて遊行寺の門前町でもあ

り、大山や江の島詣での人達で賑わったという。 

 遊行寺は、「藤沢山無量光院清浄光寺」が正式名。時宗の総本山で一遍上人より数えて 4代目の呑

海上人が開山である。「遊行寺の黒門」と呼ばれる見事な冠木門をくぐり、阿弥陀如来の 48願に例

えた 48 段の緩やかないろは坂を上り本堂へ向かう。昭和 12 年に再建された本堂は東海道随一の

大きさと言われ登録有形文化財に指定されている。４００畳の広さがある本堂に昇堂。柱は外陣に

48本、内陣には阿弥陀仏の 18願に合わせた 18本。内陣には浄土の蓮池を模したという板の間。

その奥に 185 ㎝の本尊阿弥陀如来坐像が祀られている。当麻曼荼羅に描かれる阿弥陀浄土図の姿

に忠実に従い作像されているという。金色に輝き全ての方角を黄金色に照らし衆生を救ってくださ

るとのことだ。 

 その後は、遊行寺の境内をゆっくりと探訪した。市指定重要文化財の中雀門、宇賀神社や歴代上

人御霊廟などを巡り、遊行寺の支院長生院に昇堂する。小栗判官・照手姫ゆかりの寺で、1429年

照手姫によって中興された。藤沢市内で最古の仏像のひとつである定朝様の阿弥陀如来像、閻魔坐

像を拝観。本堂裏手には小栗満重、十勇士、照手姫の墓や名馬鬼鹿毛の墓があり、小栗伝説に思い

を馳せた。敵味方供養塔は、上杉禅秀の乱での戦没者を敵味方区別なく平等に弔う為に 1418年に

建立された供養塔である。遥か昔の日本人に根付いた怨親平等の精神に改めて深い感銘を受けた。 

 最後は、境内の和菓子さんに立ち寄り各々大福やお饅頭を楽しげに購入し、藤沢駅へ向かった。 

参加者の状況・意見など： 

 探訪箇所がほぼ遊行寺ひとつということもあり、ゆったりと楽しんでいただけたと思う。ほんの

少しだが紅葉の気配も感じられた。帰りの藤沢駅まではお 1人のみ遊行寺からバスを利用された。 

次回の予定：  

令和７年 11月 27日(木)能見台ヨーカド付近 7時 15分 

バス探訪「紅葉の甲州に武田家ゆかりの寺を訪ねる」 

令和７年１２月４日(木)汐入駅 10時 

テーマ「横須賀中央地区の社寺を巡る」   

 


